
与
だ
。

だ
か
ら
、
負
け
て
か
ら
給
与
が
よ
く
な
っ
た
。
戦
争
中
は
食
料

な
し
だ
っ
た
か
ら
。
我
々
は
、
ラ
ン
グ
ー
ン
の
飛
行
場
の
と
こ
ろ

か
ら
汽
車
で
港
へ
出
て
、
二
十
一
年
五
月
二
十
八
日
、
田
辺
港
へ

上
陸
し
て
、
同
時
に
田
辺
の
分
院
に
入
院
し
て
四
日
間
。
後
遺
症

で
十
分
首
が
ま
が
ら
ぬ
。
機
能
障
害
が
残
っ
た
が
復
員
し
た
。

実
家
で
は
、
兄
が
戦
死
し
て
い
た
の
で
、
あ
ま
り
甘
え
て
療
養

は
し
て
い
ら
れ
ず
、
お
陰
で
二
十
七
年
に
な
っ
て
日
本
舗
道
に
入

社
し
た
。

〔
荒
川
〕

私
は
内
地
に
帰
っ
た
が
四
～
五
年
マ
ラ
リ
ヤ
で
苦
労
し
た
。
体

が
ふ
る
え
て
止
ま
ら
な
い
。
高
い
熱
が
つ
づ
い
て
悩
ま
さ
れ
た
。

三
日
熱
だ
か
ら
よ
か
っ
た
が
、
熱
帯
熱
だ
っ
た
ら
死
ん
だ
ろ
う
。

そ
の
後
、
親
の
や
っ
て
い
た
船
大
工
を
引
き
つ
づ
い
て
や
っ
て

る
。〔

増
田
〕

歩
兵
は
行
軍
が
ひ
ど
い
。
屋
根
の
し
た
で
寝
ら
れ
ず
野
宿
だ

し
、
入
浴
も
な
い
。
お
陰
で
水
虫
を
も
ら
っ
て
来
た
。
あ
の
苦
労

は
自
分
で
や
っ
た
者
で
な
け
れ
ば
わ
か
ら
な
い
。
同
僚
が
な
く

な
っ
た
の
で
な
に
も
い
え
な
い
が
、
生
き
て
い
れ
ば
こ
そ
の
今
日

だ
が
、
や
は
り
ひ
ど
さ
は
忘
れ
ら
れ
な
い
し
、
報
い
は
な
い
の
今

日
だ
。末

期
的
ビ
ル
マ
作
戦
死
境
を
越
え
て　 

新
潟
県
　
五
十
嵐
新
一
郎
　 

私
は
大
正
二
年
九
月
十
六
日
生
ま
れ
な
の
で
、
昭
和
八
年
徴
集

で
す
。
当
時
は
軍
縮
時
代
だ
っ
た
か
ら
身
長
が
少
し
足
ら
な
い
短

尺
甲
種
と
い
う
こ
と
で
第
二
補
充
兵
で
し
た
。
し
か
し
、
十
八
年

六
月
五
日
召
集
さ
れ
、
第
二
師
団
の
補
充
隊
輜
重
兵
第
四
二
連
隊

第
一
中
隊
に
編
入
さ
れ
、
王
城
寺
原
の
練
兵
場
で
、
四
か
月
間
の

教
育
を
受
け
ま
し
た
。

九
月
二
日
、
門
司
出
帆
、
仏
印
に
上
陸
、
飛
行
場
近
く
で
約
一

か
月
待
機
、
船
で
昭
南
島
へ
行
っ
て
、
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
引
き
揚
げ

の
第
二
師
団
（
勇
兵
団
）
の
く
る
の
を
待
っ
て
補
充
に
な
っ
た
。

―
年
配
で
家
族
の
方
々
を
置
い
て
、
い
よ
い
よ
ビ
ル
マ
戦
線
に

ぶ
ち
こ
ま
れ
た
わ
け
で
す
か
。



そ
う
で
す
、
貨
物
列
車
に
乗
せ
ら
れ
て
泰
の
バ
ン
コ
ッ
ク
へ
は

い
り
、
列
車
で
北
上
し
て
マ
ン
ダ
レ
ー
を
越
え
イ
ン
ド
ウ
へ
、
鉄

道
沿
線
は
焼
野
が
原
だ
っ
た
が
、
そ
の
時
は
ま
だ
大
丈
夫
だ
っ

た
。チ

ン
ド
ウ
イ
ン
河
を
渡
っ
て
、
マ
ユ
山
脈
を
越
え
、
ア
ラ
カ
ン

山
脈
を
こ
え
て
、
イ
ン
パ
ー
ル
の
さ
き
、
コ
ヒ
マ
の
手
前
ま
で

行
っ
た
。
前
進
々
々
で
、
も
う
兵
站
線
は
切
れ
、
弾
薬
も
糧
秣
の

補
給
は
な
い
の
だ
か
ら
食
べ
る
物
は
な
く
な
っ
て
い
た
。

そ
こ
で
転
進
作
戦
に
は
い
っ
た（
英
・
印
軍
の
反
撃
は
は
げ
し

く
な
り
撤
退
）
。
イ
ン
ド
ウ
か
ら
で
も
五
～
六
百
キ
ロ
は
あ
る
か
、

随
分
山
奥
ま
で
は
い
っ
た
う
え
に
敵
の
兵
力
は
大
き
い
。
攻
撃
は

は
げ
し
い
。
私
は
死
ぬ
覚
悟
し
て
い
た
が
、
山
の
な
か
を
歩
く
、

雨
の
な
か
で
寝
る
の
だ
か
ら
体
は
濡
れ
っ
ぱ
な
し
だ
っ
た
。
体
を

か
わ
か
し
た
い
が
谷
間
は
歩
け
な
い
、
山
の
中
腹
で
は
雨
で
火
は

た
け
な
い
。

立
枯
の
木
に
落
葉
を
敷
い
て
、
マ
ッ
チ
は
ぬ
れ
て
だ
め
な
の
で

ラ
イ
タ
ー
し
か
使
え
な
い
。
ゴ
ム
の
チ
ュ
ー
ブ
を
細
か
く
切
っ
て

背
■
の
な
か
に
入
れ
て
お
い
た
の
に
ラ
イ
タ
ー
で
火
を
つ
け
、
落

葉
や
立
枯
の
枝
を
集
め
、
よ
う
や
く
火
が
つ
く
と
、
敵
機
が
低
空

飛
行
で
来
て
全
部
機
銃
掃
射
を
受
け
る
。
ブ
ー
ン
と
く
れ
ば
火
を

消
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
よ
う
や
く
の
火
を
消
し
た
り
で
、
そ
の
時

の
気
持
は
切
な
か
っ
た
。

靴
は
破
れ
、
口
が
開
い
て
い
る
。
足
が
痛
く
て
、
そ
れ
で
も
歩

か
な
け
れ
ば
落
伍
す
る
か
捕
虜
に
な
っ
て
し
ま
う
。
腹
が
す
い
て

い
る
の
で
、
水
た
ま
り
が
あ
る
と
、
す
こ
し
で
も
食
糧
を
フ
ヤ
か

し
て
た
い
て
煮
こ
ん
で
、
泡
の
よ
う
に
な
っ
た
藻
の
よ
う
に
な
っ

た
。
鼠
で
も
、
葉
で
も
、
た
べ
ら
れ
る
物
は
な
ん
で
も
食
べ
た
。

私
は
体
が
丈
夫
で
な
か
っ
た
の
で
、
持
ち
物
は
捨
て
て
身
を
軽
く

し
て
い
た
。

何
千
里
離
れ
た
と
こ
ろ
へ
来
て
、
死
ぬ
こ
と
は
覚
悟
し
て
い
た

が
、
日
本
へ
一
歩
で
も
近
づ
い
て
死
に
た
い
。
歩
け
な
い
戦
友
を
、

私
は
た
た
い
た
。
た
た
か
れ
る
と
反
抗
心
が
出
て
気
を
取
り
な
お

す
。「
駄
目
だ
」
と
い
っ
た
者
、
気
力
の
な
い
者
は
だ
め
に
な
っ
て

し
ま
う
。
私
も
、
妻
子
が
な
け
れ
ば
、
生
き
て
帰
っ
て
は
こ
ら
れ

な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。

雨
の
な
か
を
、
食
糧
が
な
く
、
フ
ラ
フ
ラ
し
て
迷
っ
た
こ
と
も

あ
っ
た
が
、
自
決
し
よ
う
と
は
思
わ
な
か
っ
た
。
一
歩
で
も
妻
子

の
い
る
日
本
に
近
づ
こ
う
と
思
っ
て
い
た
か
ら
。
放
浪
者
の
よ
う



に
部
隊
を
求
め
て
い
た
時
、
他
中
隊
に
助
け
ら
れ
た
。
河
を
渡
ら

な
け
れ
ば
帰
っ
て
こ
れ
な
い
。
最
後
は
フ
ミ
ネ
（
ビ
ル
マ
サ
ガ
イ

ン
州
、
中
部
印
緬
国
境
附
近
）
に
集
結
し
、
よ
う
や
く
中
隊
に
合

流
し
た
。

チ
ン
ド
ウ
イ
ン
河
に
ロ
ー
プ
を
張
っ
て
、
そ
れ
を
つ
た
い
な
が

ら
向
こ
う
岸
へ
渡
っ
た
。
各
中
隊
を
工
兵
隊
が
渡
し
て
く
れ
た
の

で
す
。

思
え
ば
イ
ン
ド
、
ビ
ル
マ
、
磐
作
戦
、
イ
ラ
ワ
ジ
河
作
戦
、
マ

ン
ダ
レ
ー
、
メ
ー
ク
テ
ー
ラ
作
戦
と
、
食
糧
、
弾
薬
は
な
く
、
輸

送
は
ほ
と
ん
ど
徒
歩
で
、
毎
日
が
撤
退
作
戦
の
連
続
で
し
た
。

マ
ン
ダ
レ
ー
は
平
地
に
小
高
い
山
が
あ
り
、
寺
が
つ
ら
な
っ
て

い
て
、
パ
ゴ
ダ
が
あ
り
、
我
々
は
王
宮
に
立
て
こ
も
っ
て
い
た
。

連
隊
長
は
、
と
し
を
と
っ
た
人
だ
っ
た
。
パ
ゴ
ダ
が
砲
撃
さ
れ
こ

わ
れ
て
き
た
（
部
隊
は
撤
退
中
バ
ラ
バ
ラ
に
な
り
、
四
度
も
臨
時

編
成
さ
れ
た
が
、
最
後
は
各
兵
科
が
一
つ
に
な
っ
た
）

。

敵
の
攻
撃
は
朝
は
八
時
半
か
ら
夕
方
五
時
ま
で
で
、
夜
に
な
れ

ば
帰
っ
て
い
く
。
そ
し
て
、
三
方
は
か
こ
む
が
、
一
方
は
あ
け
て

お
く
。
今
考
え
る
と
、
英
印
軍
は
自
分
の
方
も
、
日
本
軍
が
反
撃

し
て
損
害
が
出
る
の
を
恐
れ
て
い
て
、
ま
あ
逃
げ
る
（
撤
退
）
の

を
待
っ
て
い
た
の
か
も
。

夜
、
水
を
く
み
に
行
く
と
敵
の
声
が
聞
こ
え
る
。
一
番
駄
目
だ

と
思
っ
た
の
は
、
切
り
こ
み
隊
を
つ
く
っ
た
時
で
す
。
抜
き
身
の

剣
、
地
下
足
袋
を
は
い
て
、
手
榴
弾
を
腰
に
ブ
ラ
さ
げ
、
鉢
巻
き

を
し
め
て
、
自
分
が
自
爆
し
て
敵
の
な
か
へ
飛
び
込
む
。
「
も
う
駄

目
だ
」
と
思
っ
て
い
た
が
、
出
る
二
時
間
前
中
止
と
な
り
、
命
拾

い
を
し
た
。
や
れ
や
れ
と
思
っ
た
夜
だ
っ
た
。

翌
日
、
敵
が
し
た
か
ら
の
ぼ
っ
て
来
て
、
敵
の
声
が
近
く
に
聞

こ
え
る
。
彼
等
が
話
を
し
て
い
る
の
だ
。
そ
の
時
連
隊
長
が
刀
を

抜
い
て
「
お
い
」
と
声
を
か
け
ら
れ
た
時
、
前
日
助
か
っ
た
の
に

「
も
う
駄
目
」
と
思
っ
た
。
敵
は
こ
ち
ら
の
逃
げ
る
の
を
待
っ
て
い

る
。
突
っ
こ
ん
で
は
こ
な
い
。
夜
に
な
る
と
引
き
揚
げ
て
行
く
。

連
隊
長
の
独
断
だ
と
思
う
が
「
さ
が
れ
」
と
い
っ
て
さ
が
っ
た
が
、

我
々
は
幾
人
も
い
な
か
っ
た
、
二
十
人
ぐ
ら
い
で
し
た
か
。

マ
ン
ダ
レ
ー
で
も
撤
退
作
戦
を
や
り
な
が
ら
南
下
、
キ
ャ
ウ

セ
ー
ピ
ン
マ
ナ
ー
ト
ン
グ
ー
へ
来
て
、
シ
ッ
タ
ン
河
を
渡
っ
て
、

サ
ル
ウ
イ
ン
河
口
の
モ
ー
ル
メ
ン
、
そ
し
て
泰
に
は
い
っ
て
、
終

戦
は
コ
ー
カ
レ
イ
で
し
た
。
そ
の
後
、
道
路
工
事
等
を
や
っ
て
、

二
十
一
年
の
六
月
乗
船
し
て
帰
国
し
た
わ
け
で
す
。



当
時
の
こ
と
、
転
戦
々
々
で
、
し
か
も
指
揮
官
で
は
な
か
っ
た

の
で
な
か
な
か
順
序
立
て
て
説
明
が
で
き
な
い
の
で
、
同
一
行
動

を
し
た
人
た
ち
の
、
兵
籍
簿
や
戦
中
日
記
な
ど
を
抜
粋
し
て
申
し

ま
す
。

戦
中
日
記

昭
和
十
八
年

十
　
月
十
一
日
　
昭
南
港
入
港

十
二
日
　
一
六
キ
ロ
行
軍
、
宿
営
地
競
馬
場
に
着

く
。

十
二
月
　
二
日
　
再
び
泰
国
に
向
っ
て
出
発
。

六
日
　
泰
国
「
チ
ン
ポ
ン
」
着
。

十
三
日
　
「
カ
ハ
ー
ヂ
」
着
。
山
中
に
て
人
馬
進
ま

ず
。
野
猿
頻
り
に
鳴
く
。

三
十
一
日
　
毎
日
の
行
軍
々
々
に
て
熱
発
そ
の
他
の
患

者
続
発
。

昭
和
十
九
年

一
　
月
　
一
日
　
雑
林
の
中
に
て
新
年
を
迎
え
る

十
一
日
　
「
イ
エ
」
着
。
百
余
里
の
行
軍
、
毎
日
睡

眠
不
足
、
十
五
分
の
小
休
止
に
も
寝
込

む
。

十
四
日
　
漸
く
「
モ
ー
ル
メ
ン
」
着
。
兵
站病
院
に

四
人
入
院
。

二
十
九
日
　
マ
ル
タ
バ
ン
着
。
こ
の
間
、
患
者
続
発
す
。

「
ク
メ
ロ
ー
ド
」「
ア
マ
ラ
プ
ラ
」「
ト
ン

グ
ー
」「
ミ
ッ
タ
ー
」
へ
。

二
　
月
　
四
日
　
朝
九
時「
マ
ン
ダ
レ
ー
」
駅
着
。
人
馬
下

車
。
敵
機
来
襲
毎
日
あ
り
。

十
五
日
　
「
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
系
」「
ア
ラ
カ
ン
山
」
に
向

い
前
進
続
く
。
熱
発
患
者
一
二
人
。

二
三
日
　
六
人
、
第
二
野
戦
病
院
に
入
院
。

二
四
日
　
第
一
梯
団
の
我
々
第
二
小
隊
佐
藤
中
尉
以

下
百
余
名
は
中
央
突
破
し
て
烈
部
隊（
第

三
十
一
師
団
）
の
配
属
指
揮
下
に
入
る
。

「
ピ
ン
ポ
ン
」
出
発
、
相
変
わ
ら
ず
暗
夜
行

軍
。
糧
秣
二
十
人
分
携
行
。
野
象
・
山

犬
・
虎
等
多
く
生
息
す
る
。（
ヂ
ュ
ピ
ー

山
系
）

三
月
三
日
　
「
ウ
ユ
」
渡
河
点
着
で
機
銃
掃
射
に
遭
い



重
傷
三
人
。

八
日
　
「
チ
ャ
ン
ソ
ン
」
北
方
二
キ
ロ
地
点
、「
チ

ン
ド
ゥ
イ
ン
河
」
六
キ
ロ
手
前

十
七
日
　
ア
ラ
カ
ン
山
系
に
入
る
。
言
語
に
絶
す
る

難
行
軍
、
山
ま
た
山
。
毎
日
爆
撃
あ
り
。

食
糧
欠
乏
、
後
方
よ
り
の
輸
送
見
当
つ
か

ず
（
敵
機
糧
道
を
断
つ
）

。
■
を
購
入
し
鉄

帽
で
撞
い
て
米
に
す
る
。
野
菜
欠
乏
症
に

て
脚
気
症
状
、
全
身
浮
腫
す
る
者
多
し
。

雨
期
近
づ
く
。

六
日
　
山
砲
隊
配
属
を
解
か
れ
師
団
輜
重
と
な

る
。

五
　
月
　
　
　
　
■
を
撞
い
て
精
米
し
飢
餓
を
防
ぐ
。
塩
も

極
端
に
欠
乏
。

十
八
日
　
平
沢
少
尉
戦
死

三
十
日
　
こ
の
間
当
隊
の
犠
牲
多
く
出
る
。
十
二
人

戦
死
、
戦
傷
者
多
数
―
ヂ
ュ
サ
ミ
戦
闘
。

六
　
月
十
三
日
　
「
ガ
チ
ヒ
マ
」
出
発
。
患
者
二
十
五
人
携

行
、「
サ
ン
ジ
ャ
ッ
ク
」
に
向
か
う
。
毎
日

敵
機
に
悩
ま
さ
る
。

二
十
二
日
　
第
一
〇
七
兵
站
病
院
に
患
者
を
入
院
さ

す
。

九
　
月
　
　
　
　
軍
靴
も
被
服
も
な
し
。
転
進
続
く
。

三
十
日
　
「
ア
マ
ラ
プ
ラ
」
着
。

十
一
月
　
八
日
　
中
隊
本
部「
ピ
ン
ヂ
ャ
イ
ン
」
部
落
へ
移

動
。

昭
和
二
十
年

二
　
月
　
　
　
　
「
ア
マ
ラ
プ
ラ
」「
メ
ウ
ハ
ン
」「
キ
ャ
ウ

セ
」「
ノ
ベ
イ
ワ
」「
ラ
ン
グ
ー
ン
」
「
ピ
ン

マ
ナ
」

。

十
日
　
「
ト
ン
グ
ー
」

。

十
一
日
　
「
ラ
ン
グ
ー
ン
」

。

十
七
日
　
「
ペ
グ
ー
」
着
。

二
十
一
日
　
「
ピ
ュ
ー
兵
站
」
を
経
て
「
ト
ン
グ
ー
」

着
。

二
十
六
日
　
敵
装
甲
車
約
二
百
車
両
・
歩
兵
等
、「
サ

ガ
イ
ン
」
方
面
に
現
わ
れ
る
。
軍
は
肉
弾

を
以
っ
て
是
に
当
る
。
「
ビ
ル
マ
方
面
」
四



面
敵
軍
。
友
軍
機
飛
ば
ず
。

三
　
月
　
　
　
　
混
乱
状
態
。

十
五
日
　
チ
ン
ド
ゥ
イ
ン
河
渡
河
、
ア
ラ
カ
ン
山
中

に
深
く
入
り
、
食
糧
な
く
困
苦
欠
乏
、
死

線
の
毎
日
。
雨
期
の
「
ア
ラ
カ
ン
」
難
路

を
漸
く
脱
し
て
「
カ
ド
マ
」
着
。

四
　
月
　
九
日
　
事
実
証
明
書
、
病
床
日
誌
、
其
の
他
の
控
、

焼
却
す
、
雨
期
に
入
る
。

十
四
日
　
「
ト
ン
グ
ー
」
北
方
七
里
地
点
着
。

十
七
日
　
モ
チ
鉱
山
三
里
地
点
宿
営
。
横
山
軍
曹
以

下
十
二
人
と
合
流
す
。

五
　
月
　
三
日
　
追
及
者（
昨
年
十
一
月
以
来
部
隊
を
離
れ

て
い
た
）
中
隊
復
帰
す
。

十
三
日
　
転
進
々
々
標
高
七
千
メ
ー
ト
ル
の
山
岳
地

帯
、
言
語
を
絶
す
る
難
路
、
峨
々
た
る
山

道
を
上
り
降
り
す
。

二
十
一
日
　
五
十
四
隊
と
合
流
。

六
　
月
　
八
日
　
七
人
入
院
。
「
コ
ー
カ
レ
ー
」
で
熱
発
者
多

数
出
る
。

二
十
日
　
「
モ
ー
ル
メ
ン
」
着
。

七
　
月
　
　
　
　
雨
期
の
真
最
中
、
被
服
の
交
換
な
く
、
裸

足
、
ワ
ラ
ジ
、
笠
と
い
う
農
民
そ
の
ま
ま

の
姿
が
我
が
皇
軍
の
姿
。
「
マ
ラ
リ
ア
」
地

帯
に
あ
り
。

二
十
六
日
　
内
地
の
爆
撃
急
な
る
を
聞
く
。

二
十
八
日
　
六
十
人
本
隊
追
及
者「
コ
ー
カ
レ
」
よ
り

来
る
。
石
■
・
タ
オ
ル
・
鉛
筆
等
、
少
量

の
酒
、
配
給
あ
り
。

八
　
月
二
十
日
　
休
戦
の
大
詔
下
る
。

九
　
月
　
八
日
　
二
百
三
十
桂
慰
霊
祭
。
涙
を
秘
め
て
読

経
。

二
十
五
日
　
「
チ
ン
ド
ウ
」
に
て
表
面
上
の
武
装
解
除
。

十
　
月
三
十
日
　
「
ム
ド
ン
」
南
方
四
キ
ロ
地
点
、
ゴ
ム
林

の
中
。
こ
の
地
区
内
に
二
万
五
千
人
の
皇

軍
、
英
軍
の
指
揮
下
に
入
る
。

十
二
月
　
　
　
　
ゴ
ム
林
内
の
生
活
続
く
。

三
十
一
日
　
月
暗
し
　
配
所
の
窓
や
　
年
の
暮

ゴ
ム
林
で
　
待
つ
船
遠
し
　
日
の
長
さ



昭
和
二
十
一
年

一
　
月
　
　
　
　
ゴ
ム
林
落
葉
、
丸
裸
と
な
る
。

五
　
月
　
七
日
　
ビ
ル
マ
方
面
軍
に
入
り
て
よ
り
の
戦
没
者

の
追
善
法
要
「
テ
ナ
セ
リ
ム
」
地
区
に
て

挙
行
。

二
十
日
　
こ
の
頃
、
雨
期
た
け
な
わ
と
な
る
。

七
　
月
十
二
日
　
召
集
解
除
。

亡
き
戦
友
の
霊
に
こ
う
べ
を
た
れ
て
そ
の
冥
福
を
祈
る
。
残
る

我
等
も
白
髪
を
ま
じ
え
、
腰
は
ま
が
り
、
老
境
に
い
る
。
諸
行
無

常
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
僧
侶
桑
原
宏
右
記
）

戦
時
名
簿

一
月
二
十
日
、
昭
南
港
上
陸
。
二
月
四
日
馬
来
泰
国
境
通
過
。

二
月
十
二
日
泰
緬
国
境
通
過
。

自
昭
和
十
九
年
一
月
十
日
至
同
年
九
月
十
二
日
ウ
号
作
戦
並
に

次
期
態
勢
移
行
ノ
タ
メ
ノ
作
戦
。

四
月
十
三
日
　
緬
印
国
境
通
過
。
七
月
十
六
日
印
緬
国
境
通

過
。自

九
月
十
三
日
至
同
二
十
年
一
月
十
六
日
盤
作
戦
参
加
。

自
一
月
十
七
日
至
四
月
十
三
日「
イ
ラ
ワ
ジ
湖
畔
」
ノ
会
戦
並

ニ
「
メ
ー
ク
テ
ー
ラ
」
附
近
ノ
会
戦
参
加
。

三
月
一
日
昭
和
二
十
年
軍
令
陸
甲
第
二
八
号
ニ
依
り
陸
上
勤
務

第
一
三
三
中
隊
編
成
下
令
並
ニ
復
帰
下
令
。

三
月
十
日
同
中
隊
ニ
編
入
。
同
日
編
成
完
結
。

自
五
月
二
日
至
五
月
三
十
一
日
克
作
戦
参
加
。

自
六
月
一
日
至
八
月
十
四
日
堅
作
戦
参
加
。

昭
和
二
十
一
年
六
月
二
十
四
日
「
モ
ー
ル
メ
ン
」
出
帆
。

同
年
七
月
十
日
大
竹
上
陸
。
七
月
十
二
日
復
員
完
結
。

同
日
召
集
解
除
。

（
須
藤
初
男
）




